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10月21日（土）

スローガン

団結・挑戦・勝利～みんなが活躍する運動会～

祝 優 勝 赤 組（９９８点） 準優勝 組（９９２点）

応援賞 組（１４４点）応援努力賞 赤 組（１４３点）

開会式 開会式は整列した隊形からのスタートです。実行委員長、両軍組頭のあいさつに続き、

準備体操係が考えたオリジナルの準備運動。

徒競走 ２年生の80m走から競技開始。１年生は60m、3年生以上は100mです。

徒競走個人賞 学年１位おめでとうございます！

男子 女子 男子 女子

１年 Ｈ・Ａ Ｆ・Ｎ ４年 Ｔ・Ｙ Ｎ・Ａ

２年 Ｓ・Ｙ Ｓ・Ｍ ５年 Ａ・Ｉ Ｙ・Ｍ

Ｎ・Ｒ ６年 Ｋ・Ｈ Ｔ・Ｙ

３年 Ｔ・Ｒ Ｈ・Ｒ

学年部種目
低学年 おたすけまり入れ 中学年 桜田大綱引き２０２３

高学年 全員リレー 応援合戦

閉会式

結果は上記の通りです。互いの健闘をたたえ合い、運動会は幕を閉じました。低い気温、途中

ぱらついた雨にもへこたれず、子どもたちは仲間と共にたくましく動き回りました。

今年度も保護者の方々から多くのご協力をいただきました。グラウンド片付けでは、保体部の

赤組 白組



方を中心に、最後までご尽力いただきました。ありがとうございました。

精一杯を積み上げてきた人には、他の人を感動させる美しさがあります。「みんなが活躍する

運動会」－ そう、一人ひとりの精一杯の積み上げがありました。一人ひとり、「競技」や「係

り活動」、「応援」など、人を感動させる美しさがありました。

特に、５・６年生。どちらかというと表舞台に立ちみんなをぐいぐいリードする人たちと、人

前には出ないけれど、誠実に細かな仕事を重ねる人たちと、それぞれの立場で、取り組み期間中、

そして本番、人しれない大変さもあったことでしょう。その大変さの分、やり終えた喜びをかみ

しめていることと思います。後輩たちは「憧れの先輩」を心に焼き付けました。伝統は、受け継

がれました。

運動会を通して、このような力が高まったのではないか？

運動会を通して、様々な力が育まれたものと信じます。「学んだことを、これからの生活に

活かしましょう」と、よく耳にします。子どもたちも使うことがありますが、何のことか少々

曖昧です。私なりに考えているのは、次ようなことです。運動会に限らず、あらゆる活動を通

して高まっていきます。今後も十分意識して教育活動を進めて参ります。

市民合同音楽祭（４年）
10月20日（金）

♪この星に生まれて ♪チャレンジ！ の二曲。

これまで練習を重ねてきました。視線と心を集め、

きれいなハーモニーを会場に響かせることができ

ました。やりきった顔は素敵です。みんなみんな、

満足そうな笑顔でした。

出場の各学校の歌も聴きました。どの学校もそれぞれ思いを持ち、練習に打ち込んできたこと

が伝わってきました。主に３・４年生の出場。「ここに集まった子たちが、12年後、社会に一斉

に巣立ち、山形を、日本を、元気にしていくんだなぁ」と、ふと頭に浮かびました。子どもたち

の未来を見つめながら、“今”を大事に力をつけていかなければ、鍛えていかなければと、改め

て思いました。

市吹奏楽発表会（金管バンド）
10月25日（水）

市民会館にて、４・５・６年生が参加し「青と

夏」を演奏しました。これまで、限られた時間を

有効に使い、練習を重ねてきました。よくここま

で仕上げたものです。リズムにのった気持ちよい

曲を届けることができました。会場の人たちも体を揺らしていました。

金管バンドの指導に関わった教員にとっても、４月からの集大成として、多くの人に聞いてい

ただける機会を持てたことは、これからの教員生活にとって財産になります。これまで、子ども

たちや指導者への様々な面での応援、励ましの言葉、ありがとうございました。

【自己に関わって ）
◯物事に集中して取り組む（やるときはやる！）力
◯集団にあわせて自分の行動をコントロールする力
◯「やりきった！」「自分も、やればできる！」という自尊心
◯自分が思っていることを表現する力
◯自分から気がついて動く力 など

【他者との関係】
◯相手のことをよくわかる共感性（リーダーの立場とリーダーを支える立場から）
◯折り合いをつけてものごとを進める力
◯多くの人と関わって創る楽しさの実感 など


